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することである。                                      
                                                                 
 
 研究方法   
  新鮮凍結ブタの 18 膝を 3 群に分けて実験を行った。修復方法は、all-inside device
である FasT-Fix 360 を用いた方法(FF 群)、従来の方法である縫合糸を用いた single 
simple suture(SS 群)、double simple suture(DS 群)の 3 通りとした。引っ張り試験機




画像解析ソフト(DIPP Motion Pro 2D; DITECT, Tokyo, Japan)で計測した。一元配置分散
分析で転位、最大破断強度を、χ二乗検定で破断様式を統計学的に処理した。 




  繰り返し荷重試験後の転位は、FF群で 0.50±0.26mm、SS群で 0.51±0.33mm、DS













きるため、有用な方法であると考えられる。                                        
                           
                
（注）１ 学位論文の内容の要旨は、研究目的・研究方法・研究成績・考察・結論等とし、 
    簡潔に要約すること。 
   ２ 報告番号は記入しないこと。 
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本研究はブタ半月を用いて従来の縫合糸による半月後角修復と All-inside meniscal suture 
device による修復の生体力学的特性を比較することを目的とした。繰り返し荷重試験後の





傷が危惧される。一方で、All-inside meniscal suture deviceは主に骨孔内で操作するため、
狭く限られた関節内スペースにおいても簡便に行うことが可能であり、治療方法の一つの
選択肢となる可能性がある。今後、ヒト cadaver を用いての生体力学的特性や実際の使用
に関する研究を行い、新たな治療方法として確立させたい。 
以上の研究成果により、医学博士の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
